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序 

令和６年度の予算案をはじめとする議案をご審議いただくにあた

りまして、市政運営の所信の一端と施策の主な内容について説明申

し上げます。 

 

はじめに、元日に発生しました能登半島地震において犠牲となら

れました多くの方々のご冥福をお祈りいたしますとともに、今もな

お避難所等で不自由な生活を余儀なくされている皆様に対し、心よ

りお見舞いを申し上げます。 

振り返りますと東日本大震災の際には、本市におきましても全国

各地をはじめ世界各国より暖かいご支援を賜りました。辛く厳しい

状況の中、多くの皆様から手を差し伸べていただいたことに対する

感謝の気持ちは幾年過ぎようとも、決して忘れることはありません。 

被災した経験がある私達だからこそできる被災地に寄り添った支

援を、東日本大震災が繋いだ絆を胸に、機を捉えて行ってまいること

を、ここにお誓い申し上げます。 

 

さて、昨今の社会情勢に目を移しますと、猛威を振るいました新型

コロナウイルス感染症の感染症法上の分類が、昨年５月に５類へ移
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行したことを機に経済活動の正常化が進み、回復に向けた明るい兆

しが見え始めております。 

 

国におきましては、３０年ぶりの高水準となる賃上げなどによる

「賃金と物価の好循環」と人への投資などによる「成長と分配の好循

環」を目指し、あわせて、少子化対策・こども政策の抜本強化、ＧＸ・

ＤＸ化の加速などの大胆な改革を進めることとしております。 

 

本市におきましては、高齢化の進展等に伴う社会保障関係費の増

加のほか、重点課題やエネルギー価格・物価高騰への対応など、今後

も厳しい財政運営が続くものと認識しております。 

 

この状況を打開し本市が持続可能なまちとなるためには、さらな

る行財政改革の推進とともに、前例や慣習にとらわれない新たな視

点と柔軟な発想が求められます。 

 

令和６年度も継続して市民の皆様との対話を重んじ、いただいた

ご意見を真摯に受け止めながら、何事にも果敢に挑戦する決意をも

って市政運営に邁進していく所存であります。議員各位をはじめ市
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民の皆様のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 
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市政運営の基本方針 

続きまして、令和６年度の市政運営の基本方針について説明申し

上げます。 

本市の７つの重点課題である「庁舎整備」「市立病院のあり方」「学

校再編」「ごみ処理事業」「門前町再生」「産業創出再生」「浦戸の再生」

への対応といたしましては、その解決に向け、大所高所からの議論を

しっかりと重ね、将来への道筋を示してまいります。 

 

令和６年度は、第６次長期総合計画がスタートして３年目を迎え、

前期計画期間の折り返しの年でもあります。目指す都市像「海と社に

育まれる 楽しい塩竈」の実現に向けた歩みを着実なものとしていく

ため、これまでの実績を踏まえながら社会環境等の変化に対応した

軌道修正を行い、市民の皆様のニーズに即した施策の展開に努めて

まいります。 

 

一方、国においては次元の異なる少子化対策として、「若い世代の

所得を増やす」「社会全体の構造・意識を変える」「全てのこども・子

育て世帯を切れ目なく支援する」の三つの基本理念のもと、少子化ト

レンドを反転させるべく政策を強化しております。 
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本市といたしましても、子どもたちの健やかな成長への支援と、安

心して子育てができる環境の整備・充実に重点的に取り組んでまい

ります。 

 

また、「未来への礎の創造」に向け、市制施行８０周年を契機に蒔

いた種を１つ１つ大事に育て上げるとともに、１００周年を見据え

た特色ある取組を推進し、子どもたちをはじめとした様々な世代の

方々に本市が持つ個性や魅力を感じていただくことにより、まちづ

くりのエネルギーとなるシビックプライドの醸成に努めてまいりま

す。  
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重点課題への対応  

はじめに、私が市長就任以来、特に、重点課題と位置付けている７

つの重点事業についてご説明いたします。 

主にハード整備を伴います重点課題への対応といたしましては、

まず「ごみ処理施設」を優先的に整備する方針を定め、基本計画の策

定など現地再建に向けた取組を進めているところであります。 

また、「庁舎」「市立病院」につきましても、施設の老朽化等に鑑み、

これ以上の先送りは困難であるとの認識のもと、建設候補地の選定

にあたっての適地調査や財政負担のシミュレーションなど、様々な

角度から検討を重ねてきたところであります。 

 

このうち、市役所本庁舎は、建築後６３年が経過し老朽化が著しい

ことに加え、現所在地が津波浸水想定区域に指定され危機管理上の

対策が急務であります。 

さらに、国からの財源措置が講じられる「緊急防災・減災事業債」

の適用期限が令和７年度までとされており、財政運営上その活用が

非常に有利であること等を踏まえ、令和５年度より基本構想の策定

に着手し、建て替えについての取組を加速してまいります。 
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市立病院につきましては、地域において果たすべき役割や適正規

模などの議論を深めてまいりました。 

その一方、本庁舎とタイミングを合わせた施設整備は財政負担が

過大となる可能性が高いことから、ごみ処理施設や市役所本庁舎の

整備事業費を精査しながら財政計画との整合を図るなど、今後の取

組について引き続き検討してまいります。 

 

「学校再編」につきましては、学校関係者や地域の方々と配置やそ

の方向性等について意見交換を重ね、課題を共有しながら機運を高

めてまいりました。令和６年度においては、今後の児童生徒数の推移

等を見据えながら、規模の適正化についての基本的な考え方を取り

まとめてまいります。 

 

「門前町再生」につきましてはこれまで、ほこみち制度を想定した

門前町カフェタイムなど、新たな賑わいづくりに取り組んでまいり

ました。今後もワークショップを継続するとともに、歩道や空き地な

どを活用した行政・市民・事業者が共に考え参画できるイベント等を

実践してまいります。 

また、シャッターオープン・プラス事業とあわせて、新たに「空き
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店舗等利活用促進改修支援事業」を実施し、出店希望者のみならず空

き店舗の所有者を支援するなど、商業集積の後押しをしながら門前

町の活性化につなげてまいります。 

 

「産業創出再生」につきましては、水産食材の供給基地としての

「みやぎの台所・しおがま」の創造に向けて、魚食普及活動や「三陸

塩竈ひがしもの」のブランド力向上、インターネットを介した通信販

売を行う事業者の支援に継続して取り組んでまいります。 

仲卸市場では、ブリッジプロジェクトの皆様が中心となり、朝勝や

マルシェの開催、セブンストリートの整備など、新たな客層の掘り起

こしやリピーターの確保にご尽力いただいております。経済が回復

基調となっているこの機会を逃すことなく、これまでの関係者のご

努力や取組に呼応し、空き盤台チャレンジオープン事業による新規

出店や衛生環境の改善にかかる施設整備を支援するなど、更なる賑

わいづくりを促進してまいります。 

また、更なる魚市場地区の魅力創出のため、海とともに歩んできた

本市の恵みを体感できる魚市場内のおさかなミュージアムをリノベ

ーションし、子どもたちが学び憩える環境を創出してまいります。 
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「浦戸の再生」につきましては、令和５年度に「浦戸再生プロジェ

クト」の一環として、情報発信やプロモーションを担う２名の地域お

こし協力隊を新たに任命いたしました。活動は緒に就いたばかりで

すが、浦戸再生への大きな一歩であり、移住者ならではの発想力を生

かし関係人口の創出・拡大に向けて活動していただけるよう、地域の

皆様をはじめ島おこしに関わる団体の皆様と連携し取り組んでまい

ります。 

また、桂島の防災集団移転跡地につきましては、令和５年度から実

施しております芝生の定植をきっかけに、島の持つポテンシャルを

更に生かすべく新たな活用策を検討してまいります。 

さらに、高齢化等に伴う「買い物困難者」への生活支援として、島

内で買い物ができる環境を整える「浦戸地区買い物支援事業」を新た

に実施してまいります。 

加えて、現在、設計に着手しております朴島の浮桟橋につきまして

は、令和６年度より設置工事に取り組み、早期の供用開始を目指して

まいります。 
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第６次長期総合計画 

第６次長期総合計画では、令和１３年の将来人口の目標を５万人

と設定しておりますが、昨年公表されました国立社会保障・人口問題

研究所の推計では、目標年に最も近い令和１２年の本市の人口は約

４万７千人とされ、大変厳しい見通しが示されております。 

本市の人口減少と少子化の進行に歯止めをかけ、個性豊かで調和

のとれた持続可能なまちとしていくためには、「学び」「結婚」「出産・

子育て」「定住」などの各ライフステージにおいて、個性や特色を生

かした質の高い行政サービスを提供し、多くの方々から『選ばれる塩

竈』となるよう取り組んで行かなければなりません。 

このことから、第６次長期総合計画に掲げる施策のうち、ライフス

テージに合わせた横断的な施策展開の中で、『未来への投資』に主眼

を置き、特に重点的に取り組む分野についてご説明いたします。 

 

はじめに、妊娠期から子育て期までの支援について申し上げます。 

全ての妊産婦、子育て世帯、子どもを対象とした一体的な相談体制

を構築し、切れ目のない伴走型の支援を提供するため、令和６年度か

ら、母子保健を担う子育て世代包括支援センターと児童相談等を担

う子ども家庭総合支援拠点の機能を併せた「こども家庭センター」を
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開設してまいります。 

センターの運営にあたっては、これまでの相談支援に加え、支援の

必要性の高い世帯を計画的・効果的に支援するためのサポートプラ

ンの作成や、関係機関等との連携体制の充実に取り組み、一人ひとり

に寄り添ったきめ細かなサービスを提供してまいります。 

 

また、産前・産後の子育て不安の解消と孤立予防の支援といたしま

しては、妊娠期から子育て期までの各種講座や相談会をニーズに合

わせて開催しながら交流を促進してまいります。 

さらに「産後ケア事業」では、新たに医療機関等への宿泊型のサー

ビスを開始するほか、県内での受入施設を拡大するなど、事業を拡充

してまいります。 

 

保育事業につきましては、令和６年４月から新たに私立保育園と

して２施設が開園し、公立保育所１施設を民営化することとなりま

した。スムーズな運営が開始できるよう行政としてサポートすると

ともに、私立幼稚園の認定こども園移行に向けた整備についても引

き続き支援してまいります。 

また、要望の高い「病児対応型の保育」につきましては、令和７年
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度からの事業開始に向け、事業者による施設整備を支援してまいり

ます。 

さらに、保育士等の資質向上のため、保育の基本や実践、発達支援

にかかる各種研修を公立・私立保育園等の合同で開催することによ

り、市全体でより質の高い保育サービスの提供に努めてまいります。 

 

次に、学校教育についてであります。 

小中学校での学びの充実に向けた取組といたしましては、すべて

の子どもたちが「できる・わかる」喜びを味わえる「個性を生かす学

び」と「協同的な学び」を実践するとともに、生活や学びの基盤づく

りのため、幼保小及び小中連携を深め、様々な交流活動へと繋げてま

いります。また、一人ひとりの理解度に応じて学習できるＡＩ型ドリ

ル等を活用した継続的な学びを通して、基礎的な学習の定着を図っ

てまいります。あわせて、教職員への研修を充実させるなど、タブレ

ット端末の更なる利活用を推進してまいります。 

 

次に、安全・安心で快適な教育環境の整備といたしましては、土砂

災害警戒区域に指定されている小中学校敷地内の急傾斜地等を調

査・評価する基本計画を策定し、落石防止などの必要な措置を講じて
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まいります。 

また、猛暑日が続く昨今の状況を踏まえて、給食調理員の熱中症対

策のため、新たに休憩室にエアコンを設置するとともに、各小中学校

の体育館の照明器具につきましては、環境に優しい LEDへ順次交換

し、電力使用量と CO2排出の削減を図ってまいります。 

 

次に、放課後や週末等の児童の居場所となる放課後児童クラブに

つきましては、特に登録児童数が増加傾向にある杉の入、玉川小学校

の受入人数を増やしてまいります。 

また、生活困窮世帯の子どもを対象とした「子どもの学習支援事業」

により、日常生活習慣の形成や社会性の育成を支援するとともに、学

習にとどまらず進路相談等も充実させるなど、貧困の連鎖を防いで

まいります。 

 

スポーツにつきましては、子どもたちや高齢者などの様々な世代

が気軽に親しめるよう、中の島公園スポーツ広場の設備を充実させ

てまいります。令和５年度は、移動式バスケットゴールとミニサッカ

ーゴールを整備いたしましたので、今後は既存のテニスコートなど

のスペースの有効活用について検討してまいります。 
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また、竣工から３７年が経過し、設備全般の老朽化が進んでいる塩

釜ガス体育館につきましては、２か年計画で大規模改修を行い、安心

して利用できる環境の整備に取り組んでまいります。 

 

次に、子育て世帯の移住・定住の促進に向けた主な取組について申

し上げます。 

令和４年度から実施しております「新婚さんいらっしゃい事業」に

おいて、以前お祝いをさせていただいた若いご夫婦から、お子さんが

誕生したという嬉しい報告をいただきました。より一層子育てしや

すいまちとして本市を選んでいただけるよう、「“こんにちは赤ちゃ

ん”誕生お祝いギフト贈呈事業」や「子育て・三世代同居近居住宅取

得支援事業」とあわせて継続し、次代を担う世代を応援してまいりま

す。 

 

まちの魅力向上に向けては、緑豊かな公園の整備が重要であると

捉えております。 

伊保石公園の再整備につきましては、令和３年度に基本構想を策

定し、令和４年度からはサウンディング型の市場調査等をもとに基

本計画を取りまとめております。令和６年度は、アンケート調査にお
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いてニーズの高かったアスレチック等のレクリエーション施設の整

備について、民間活力の導入を視野に入れながら取り組んでまいり

ます。あわせて、小さな子どもたちが安全に遊べる遊具等を新設し、

楽しめる公園づくりを進めるとともに、課題である駐車場不足に対

応するため、スペースを拡張してまいります。 

 

以上が、子育て世帯の移住・定住の促進や、子どもを産み育てやす

い環境整備に向けた主な取組でございます。 

以降につきましては、第６次長期総合計画に掲げる分野のうち、

「福祉」「生活」「産業」「交流」「文化」において、特に重点的に取り

組む事業をご説明申し上げます。 

  

はじめに「福祉」の分野について申し上げます。 

令和６年度から、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、

住民一人ひとりが役割を持ち共に創っていく地域共生社会を目指す

取組をまとめた「塩竈市地域福祉計画」がスタートいたします。今後

は計画に基づき、介護や健康増進、障がい等の各分野の福祉計画との

整合を図りながら、総合的な相談支援を充実させ、地域資源を生かし

た包括的支援体制の整備に努めてまいります。 
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また、障がいのある方が地域で自分らしく生き生きと暮らしてい

けるよう、地域生活支援事業などの福祉サービスを提供するほか、相

談事業に有資格者を配置するなど体制を強化し、様々なニーズや障

がいの状況に配慮した、きめ細やかな支援を継続的に実施してまい

ります。 

 

高齢者福祉の取組といたしましては、いつまでも健康で安心して

暮らせる地域づくりのため、地域に根差した保健事業と介護予防の

一体的な実施に取り組み、健康寿命の延伸を図ってまいります。 

また、平均寿命の高まりを踏まえた生活実態の変化への対応とい

たしましては、アンケート調査や介護保険・高齢者福祉推進委員会で

の意見を踏まえ、敬老金・長寿祝金について見直しを行ってまいりま

す。 

あわせて、高齢者それぞれの生活環境や介護の状況などに合わせ

た必要なサービスを選択できる「高齢者見守り事業パッケージ」を提

供し、住み慣れた地域でいつまでも安全・安心に生活し続けていただ

けるよう取り組んでまいります。 
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次に、「生活」の分野についてであります。 

防災・減災の取組といたしましては、災害現場や避難所の状況等を

災害対策本部にて把握できる可動式の遠隔カメラを新たに整備し、

避難所のニーズに即した運営を支援するとともに、防災ポストによ

る身近な情報の収集に努め、災害対応に役立ててまいります。 

 

空き家問題への取組といたしましては、令和５年度に策定しまし

た空家等対策計画に基づき、総合案内窓口の設置や特定空家等の除

去にかかる助成制度創設に向けた検討など、組織横断的に空き家対

策の強化を図ってまいります。 

 

さらに、住宅の耐震診断や耐震改修工事、通学路沿い等にある危険

なブロック塀の除却費用への助成を継続し、安全・安心に生活できる

都市環境の整備に努めてまいります。また、「宅地耐震化推進事業」

につきましては、令和５年度に市内５か所において実施いたしまし

た第二次スクリーニング調査の内容を踏まえ、道路法面に軽易な変

状が生じている地区の実施設計を行ってまいります。 
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 次に、「産業」「交流」「文化」の分野について申し上げます。 

 産業振興に関する取組といたしましては、地域雇用を支える事業

者の皆様は、円安や物価・エネルギー価格の高騰等により依然として

厳しい経営環境に置かれております。そのため、国内外での商談会へ

の参加など、販路拡大に向けた取組を支援する「塩竈産品販路拡大支

援事業」や、遠洋底びき網漁業漁船の水揚げを促進する「水揚漁船誘

致促進事業」を継続し、本市の基幹産業である水産業・水産加工業の

振興に取り組んでまいります。 

 

また、観光振興に関する取組といたしましては、回復が著しいイン

バウンド向けのモニターツアーを実施するほか、災害協定を締結し

ている他自治体との地域間交流にも力を注ぐとともに、市内の回遊

性向上と観光ルートの定番化に取り組みながら、本市の魅力を様々

な手段を通じ発信し、交流人口の拡大を図ってまいります。 

 

豊かな地域資源や海に育まれた美食、その恵みを体感できる魅力

的なライフスタイルなど、塩竈特有の魅力を広く発信するため、観光

や移住・定住の促進、浦戸の再生などと連携したシティプロモーショ

ンを展開し、ＳＮＳを効果的に活用しながら「塩竈ファン」の獲得を
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推進してまいります。 

 

生涯にわたって学びあえる風土づくりといたしましては、「塩竈学

問所講座」や「地域のおしごと体験事業」などを引き続き実施し、市

民をはじめ、未来を担う子どもたちのふるさと塩竈に対する誇りと

愛着を深めてまいります。 

 

また、塩づくりや舟釣り、塩竈神楽体験など、本市の地域特性を生

かした体験活動ができる「しおがま“何でも”体感団」を継続すると

ともに、新たに、バスなどを利用して市内の公共施設や文化施設など

を巡る「走る市政教室」を実施し、塩竈に誇りを持ち、ふるさとを大

切にする人づくりを推進してまいります。 
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未来への礎の創造 

続きまして、子どもたちを対象に市制施行８０周年を契機として

実施し、１００周年を見据え継続していく未来への礎を築く事業に

ついて説明申し上げます。 

 

「国際交流事業」につきましては、コロナ禍の終息等を踏まえ、令

和５年度に韓国を訪問し、初めて海外での研修を実施いたしました。

本市の子どもたちが異文化に触れながら自国の文化を再認識し、自

己表現力や多文化共生社会への認識を高めながら、将来、国際社会で

活躍できる人材となれるよう、引き続き実施してまいります。 

 

また、新たな取組として、カメイこどもの夢づくり基金を活用し、

幼稚園や保育所、小中学校等が取り組む独自のアイディアによる子

どもの夢づくりや笑顔を育む事業に対して支援をしてまいります。 

 

アート作品を制作する楽しさや経験を通し、未来の芸術・文化を支

える人材の育成につなげる「アートプロジェクト事業」や、子どもた

ちが抱く「誰かのため」や「まわりを笑顔にする」ような夢の実現を

かなえる「しおがまっ子夢応援プロジェクト」についても継続し、シ
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ビックプライドの醸成と未来を担う人材育成に努めてまいります。 
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予算案の概要 

これまで申し上げました市政運営の基本方針に基づきまして、編

成いたしました令和６年度予算案の概要を申し上げます。 

 

令和６年度当初予算につきましては、国際情勢の変動に起因する

物価高騰等の影響を受ける厳しい財政状況の中で、重点課題に適切

に対応する事業や、第６次長期総合計画の実現に向けた事業、未来へ

の礎の創造に繋げる事業を峻別し、編成したところであります。 

 

各会計の予算でありますが、一般会計につきましては、２５１億７，

０００万円で、前年度と比較して２４億９，０００万円、１１．０％

の増であります。 

これは、主に施設型給付費等支給事業や福祉サービス費など、社会

保障関係経費であります扶助費や、塩竈市体育館大規模改修事業を

はじめとする普通建設事業の増加などによりまして、増となったも

のであります。 

また、特別会計につきましては、５会計の予算総額が１３１億２，

７２０万円で、前年度と比較して４億２，１９０万円、３．３％の増

となり、主な内容といたしましては、国民健康保険事業特別会計にお
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いて、一人当たりの医療費が増加したことに伴い、保険給付費が増と

なったものです。 

また、介護保険事業特別会計が介護サービス利用者等の増加に伴

う介護給付費の伸びが見込まれるほか、後期高齢者医療事業特別会

計につきましても被保険者数の増加により、納付金が増となってお

ります。 

 

企業会計につきましては、下水道事業会計が、支出の合計で７５億

９，６１３万２千円で、前年度から２．６％の増となっております。

収益的支出においては、減価償却費の減少により、前年度から２．

５％の減、資本的支出では、ポンプ場改良費等の増加により、前年度

から８．０％の増となっております。 

 

また、病院事業会計につきましては、支出の合計が３４億３，８９

７万４千円で、前年度から３．６％の減となっております。収益的支

出においては、会計年度任用職員の給与制度改正等に伴う給与費の

増加等により、前年度から２．３％の増、資本的支出では、令和４年

度から５年度に実施したＣＴ・ＭＲＩ機器の更新が完了したことに

伴い、前年度から４２．９％の減となっております。 
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水道事業会計につきましては、支出の合計が２４億８，０４７万２

千円で、前年度から０．１％の減となっております。収益的支出にお

いては、工事費等の増加により、前年度から０．５％の増、資本的支

出では、水道改良費等の減少により、前年度から１．３％の減となっ

ております。  
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以下、新年度に行う事業について主なものを申し上げます。 

 

まず、本市が掲げる「重点課題」に適切に対応していくための事業

といたしましては、 

清掃工場管理事業費として        １億３４０万２千円 

中倉埋立処分場管理事業費として       １，３６７万円 

学校規模の適正化の検討事業として       ７５万８千円 

門前町活性化事業として           １０４万３千円 

みやぎの台所環境整備事業として         ５００万円 

「みやぎの台所・しおがま」推進事業として 

１，６７０万２千円 

浦戸地区買い物支援事業として        ２９１万３千円 

地域おこし協力隊活用事業（情報発信・地域課題解決分）として     

１，５２９万３千円 

浦戸地区未利用地活用事業として         ３１８万円 

を計上いたしております。 

 

次に、第６次長期総合計画に掲げる「8つの塩竈物語」を実現させ

るための事業のうち、「子どもたちの笑い声があふれるまち」の実現
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に向けた事業といたしまして、 

伴走型相談支援及び出産・子育て応援給付金の 

一体的実施事業として           ２，８９９万９千円 

産後ケア事業として              ２８３万３千円 

保育所等ＩＣＴ化推進事業として         ２９２万５千円 

子ども医療費助成事業として                ２億４，２３６万円 

“こんにちは赤ちゃん”誕生お祝いギフト贈呈事業として 

３０５万円 

塩竈市就学前教育・保育施設整備等補助事業として 

３億９，３８０万５千円 

藤倉児童館及び放課後児童クラブ指定管理運営事業として 

１億６，３７０万８千円 

こども家庭センター運営事業として     ２，１１８万４千円 

教育支援センター「コラソン」運営事業として 

２，５４９万５千円 

小中学校急傾斜地対策事業として      ２，０００万６千円 

小中学校施設 LED設置事業として      ５，２９８万７千円 

学校給食調理衛生対策事業として                ９２１万９千円 
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同じく、「みんなが生き生きしているまち」の実現に向けた事業と

いたしましては、 

高齢者あんしん見守り支援事業として       ４２０万９千円 

配食サービス事業費として          ４５８万６千円 

地域生活支援事業として         １，４００万１千円 

災害救助費として              １，４９５万円 

子どもの学習支援事業として         ８２７万９千円 

火災被災者支援事業として          １５５万２千円 

がん検診推進事業として           １８１万６千円 

 

同じく、「快適に住み続けられるまち」の実現に向けた事業といた

しましては、 

消防施設整備事業として       １億３，０９７万７千円 

防災体制整備事業として           ２４３万２千円 

宅地耐震化推進事業として          ２７１万１千円 

防犯灯整備事業として              ７５０万円 

安全・安心まちづくり推進事業として     ３７５万２千円 

子育て・三世代同居近居住宅取得支援事業として２，６５０万円 

空き家利活用促進事業として           １０５万円 
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私道等整備補助金交付事業費として        １００万円 

緑と憩い再生事業として         ５，０１３万２千円 

公園施設長寿命化計画策定事業として     ３，３４０万円 

プラスチック使用製品廃棄物リサイクル実証事業として  

４４万３千円 

 

同じく、「活気があり、誇りをもって働いている人がたくさんいる

まち」の実現に向けた事業といたしましては、 

魚食育普及促進支援事業として          １００万円 

塩竈市魚市場リノベーション事業として      ５００万円 

水揚漁船誘致対策事業として           ３５０万円 

浅海漁業振興支援事業として         ２１８万７千円 

塩竈産品販路拡大支援事業として         ３００万円 

中心市街地にぎわい創出事業として      ６４５万９千円 

旅客ターミナル施設改修事業として    ２，２７６万３千円 

旅客ターミナル施設長寿命化計画事業として  ３１８万１千円 

 

同じく、「何度でも訪れたいまち」の実現に向けた事業といたしま

しては、 
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塩竈みなと祭協賛会助成事業として      ７９５万６千円 

おもてなし態勢充実事業として      １，３５１万５千円 

塩竈の魅力発信事業として           ７１万３千円 

観光プロモーション事業として          ２９８万円 

観光のまちづくり推進事業として          ５０万円 

 

同じく、「日常に彩りがあるまち」の実現に向けた事業といたしま

しては、 

体験型生涯学習事業として           ２１万８千円 

社会教育施設指定管理者管理運営事業として 

３億２，０３８万４千円 

スポーツ振興事業として             ３５０万円 

スポーツパーク事業として             ５０万円 

塩竈市体育館大規模改修事業として    ９億４，８００万円 

 

同じく、「みんなが主役になれるまち」の実現に向けた事業といた

しましては、 

塩竈市協働まちづくり提案事業として     １１４万８千円 

新婚さんいらっしゃい事業として       ８０１万８千円 
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デジタル推進費として          ７，２８１万６千円 

職員研修事業として           ２，２１１万１千円 

 

同じく、「自然と調和した和やかな暮らしと癒しがあるしま」の実

現に向けた事業といたしましては、 

朴島浮桟橋整備事業として              １億円 

交通事業会計経営健全化計画策定事業として     ４０万円 

浦戸地区介護保険サービス確保対策事業として    ３６万円 

浦戸地区校外学習等支援事業として         ６７万円 

松くい虫対策事業として           ２，８４５万円 

を計上いたしております。 

 

次に、「未来への礎の創造」に関する事業といたしましては、 

アートプロジェクト事業として          １３０万円 

しおがまっ子夢応援プロジェクト事業として    １０４万円 

カメイこどもの夢づくり補助金事業として   １，４４５万円 

国際交流事業として             ４１１万４千円 

を計上いたしております。 
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結び 

以上、市政運営に取り組む所信の一端と施策の方向性についてご

説明いたしました。 

今年は甲辰（きのえたつ）年、春の日差しが成長を助ける年と言わ

れております。 

市制施行８０周年を契機に蒔いた種が、厳しい環境にさらされな

がらも、暖かい日差しを浴びて優しくも力強く芽吹き、１００周年へ

と続く未来に向けて花開くように育ててまいります。 

 

そのためにも、これまで先人たちが紡いできた塩竈の歴史や魅力

を改めて学び・再認識しながら、本市が持続可能なまちとなるために

必要なこととは何かを、職員一人ひとりが我が事として捉え、前例や

慣習にとらわれない柔軟な視点を持ち、時代の変化に的確に対応し

ながら課題解決に向けて挑戦を続けていくことが重要であると考え

ております。 

 

様々な課題が山積しておりますが、市民の皆様に「楽しみながらこ

れからも塩竈で暮らしていきたい」と感じていただけるよう、「海と

社に育まれる 楽しい塩竈」の実現に向け、市の総力を挙げて誠心誠
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意取り組んでまいります。 

 

市民の皆様並びに議員各位のご理解とご協力をお願い申し上げま

す。 
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１　重点課題

清掃工場管理事業費 103,402

中倉埋立処分場管理事業費 13,670

学校規模の適正化の検討事業 758

門前町活性化事業 1,043

◎ みやぎの台所環境整備事業 5,000

「みやぎの台所・しおがま」推進事業 16,702

◎ 浦戸地区買い物支援事業 2,913

○

15,293

浦戸地区未利用地活用事業 3,180

２　第6次長期総合計画

（１）

28,999
○ 産後ケア事業 2,833

◎ 保育所等ICT化推進事業 2,925

子ども医療費助成事業 242,360

“こんにちは赤ちゃん”誕生お祝いギフト贈呈事業 3,050

塩竈市就学前教育・保育施設整備等補助事業 393,805

○ 藤倉児童館及び放課後児童クラブ指定管理運営事業 163,708

◎ こども家庭センター運営事業 21,184

教育支援センター「コラソン」運営事業 25,495

◎ 小中学校急傾斜地対策事業 20,006

◎ 小中学校施設ＬＥＤ設置事業 52,987

◎ 学校給食調理衛生対策事業 9,219

伴走型相談支援及び出産・子育て応援給付金の一体
的実施事業

子どもたちの笑い声があふれるまち

　　　　　　　　主 要 事 業
　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎・・・新規事業
　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇・・・拡充事業

事　　　　業　　　　名 金額（千円）

地域おこし協力隊活用事業（情報発信・地域課題解
決分）
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　　　　　　　　主 要 事 業
　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎・・・新規事業
　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇・・・拡充事業

事　　　　業　　　　名 金額（千円）

（２）

○ 高齢者あんしん見守り支援事業 4,209

○ 配食サービス事業費 4,586

地域生活支援事業 14,001

○ 災害救助費 14,950

子どもの学習支援事業 8,279

火災被災者支援事業 1,552

がん検診推進事業 1,816

（３）

消防施設整備事業 130,977

防災体制整備事業 2,432

宅地耐震化推進事業 2,711

防犯灯整備事業 7,500

安全・安心まちづくり推進事業 3,752

子育て・三世代同居近居住宅取得支援事業 26,500

○ 空き家利活用促進事業 1,050

私道等整備補助金交付事業費 1,000

緑と憩い再生事業 50,132

公園施設長寿命化計画策定事業 33,400

◎ プラスチック使用製品廃棄物リサイクル実証事業 443

みんなが生き生きしているまち

快適に住み続けられるまち
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　　　　　　　　主 要 事 業
　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎・・・新規事業
　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇・・・拡充事業

事　　　　業　　　　名 金額（千円）

（４）

魚食育普及促進支援事業 1,000

◎ 塩竈市魚市場リノベーション事業 5,000

水揚漁船誘致対策事業 3,500

浅海漁業振興支援事業 2,187

塩竈産品販路拡大支援事業 3,000

○ 中心市街地にぎわい創出事業 6,459

旅客ターミナル施設改修事業 22,763

◎ 旅客ターミナル施設長寿命化計画事業 3,181

（５）

塩竈みなと祭協賛会助成事業 7,956

おもてなし態勢充実事業 13,515

塩竈の魅力発信事業 713

観光プロモーション事業 2,980

観光のまちづくり推進事業 500

（６）

○ 体験型生涯学習事業 218

◎ 社会教育施設指定管理者管理運営事業 320,384

スポーツ振興事業 3,500

◎ スポーツパーク事業 500

◎ 塩竈市体育館大規模改修事業 948,000

（７）

塩竈市協働まちづくり提案事業 1,148

新婚さんいらっしゃい事業 8,018

デジタル推進費 72,816

○ 職員研修事業 22,111

みんなが主役になれるまち

活気があり、誇りをもって働いている人がたくさん
いるまち

何度でも訪れたいまち

日常に彩りがあるまち
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　　　　　　　　主 要 事 業
　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎・・・新規事業
　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇・・・拡充事業

事　　　　業　　　　名 金額（千円）

（８）

朴島浮桟橋整備事業 100,000

交通事業会計経営健全化計画策定事業 400

浦戸地区介護保険サービス確保対策事業 360

浦戸地区校外学習等支援事業 670

松くい虫対策事業 28,450

３　未来への礎の創造

アートプロジェクト事業 1,300

しおがまっ子夢応援プロジェクト事業 1,040

◎ カメイこどもの夢づくり補助金事業 14,450

国際交流事業 4,114

自然と調和した和やかな暮らしと癒しがあるしま
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